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新しい年を迎えて、イエス様が、私たち信じる者を迎えに
来て下さる時が、さらに近くなったことを、ご一緒に心か

らお祝いしたいと思います。21世紀最初の年であった昨
年に起こった、激動の世界情勢を目の当たりにして、信
じる私たちは、主のおいで下さる日が目の前に迫ってい
ることを実感として、味わったのであります。今年は、さら
にどんな思いがけないことが起こるのか、わかりません
けども、何事が起ころうとも全き信頼をおいて歩んでまい
りたいと思います。

さて年の初めにあたり、今日は、終わりの日がいよいよ
間近に迫っている今のとき、イエス様を信じる私たちのう
えに生じる、様々な患難の意味と、どのようにして対処し
たらよいかということにつきまして、みことばを通してご一
緒に考えてみたいと思います。

ペテロは、その第一の手紙の中で次のように言っており
ます。「罪を犯したために、懲らしめを受け、それを忍耐
したとしても、なにも名誉なことではないけれども、イエス
様に忠実に従っているために迫害されて、苦しみを受け、
それを耐え忍ぶならば、その忍耐は主が喜ばれることで
ある。あなたがたが召されたのは、実にそのためであ
る。」

どうしてイエス様は、ご自分に従う者の忍耐を喜ばれる

のでありましょうか。それはヤコブの手紙の第 1章に、次
のようにあるからであります。

ヤコブの手紙 1:2-4
2 私の兄弟たち。さまざまな試練に会うときは、それ
をこの上もない喜びと思いなさい。
3 信仰がためされると忍耐が生じるということを、あな
たがたは知っているからです。
4 その忍耐を完全に働かせなさい。そうすれば、あな
たがたは、何一つ欠けたところのない、成長を遂げた、
完全な者となります。

このように、試練を耐え忍ぶことによって、私たちの信仰
が、神の子どもとして御国の相続者としてふさわしく成長
するからであります。けれども、私たちが主から来る信仰
の試練を忍耐し、その忍耐を完全に働かせることによっ
て信仰が成長するためには、どうしても「原動力」が必要
なのであります。では、その原動力とはいったい何であり
ましょうか。

忍耐を生む原動力の一つは、「イエス様に対する絶対的
な信頼」であります。たとえどんな患難にあっても、イエス
様の前にへりくだって、イエス様に完全に信頼して忍耐
するならば、イエス様は必ず患難に打ち勝つ力を与えて
くださるという、主に対するゆるぎない信頼であります。
ダビデは、大きな患難にあったときにも次のように主を信
頼しました。「私のたましいは、ただだまって神を待ち望
む。私の望みは、神から来るからだ。神こそわが岩。わ
が救い。わがやぐら。私はゆるがされることはない。」

私たちが患難にあったときに、ダビデのように心騒がす
ことなく、イエス様の御前にへりくだり、静まってイエス様
に心から信頼して祈るときに、イエス様は必ず、その祈り
に答えて試練を耐え忍ぶ力を与えてくださいます。

イザヤ書 30:15
15 神である主、イスラエルの聖なる方は、こう仰せら
れる。「立ち返って静かにすれば、あなたがたは救わ
れ、落ち着いて、信頼すれば、あなたがたは力を得
る。」

とある通りであります。忍耐を生む原動力の二つ目は、
「忍耐する信者に対する主の報い、ご褒美、の約束」で

あります。イエス様は、ルカの福音書 21章で、

ルカの福音書 21:19
19 あなたがたは、忍耐によって、自分のいのちを勝
ち取ることができます。

と、忍耐する者に永遠のいのちのご褒美を約束しておら
れます。またヤコブも、信仰の試練を耐え忍ぶ信者の受

ける報酬について、その手紙の第 1章で次のように言っ
ております。

ヤコブの手紙 1:12
12 試練に耐える人は幸いです。耐え抜いて良しと認
められた人は、神を愛する者に約束された、いのち
の冠を受けるからです。

このように、信仰の試練を耐え忍んで主に従い続けた者
には、イエス様のご再臨のときに、ご褒美として朽ちない
いのちの冠をいただくのであります。何というすばらしい
ご褒美ではありませんか。忍耐を生む原動力の三つ目
は「御霊なるイエス様が、いつも私たちとともにいて、祈
ってくださる。という確信」であります。ローマ人への手紙

の 8章に、

ローマ人への手紙 8:26
26 御霊も同じようにして、弱い私たちを助けてくださ
います。私たちは、どのように祈ったらよいかわから
ないのですが、御霊ご自身が、言いようもない深いう
めきによって、私たちのためにとりなしてくださいます。

と、ある通りであります。忍耐を生む最大の原動力は、
「イエス様のご再臨の希望」であります。私たちキリスト
者は、主のご再臨のときには自分の体が、よみがえりの
主と同じ朽ちない聖い体に変えられるという、確かな希
望を与えられております。信じる者が、どんなに体のよみ
がえりを待望しているかを、パウロはローマ人への手紙

の 8章で、次のように言い表わしております。

ローマ人への手紙 8:23-25
23 御霊の初穂をいただいている私たち自身も、心の
中でうめきながら、子にしていただくこと、すなわち、
私たちのからだの贖われることを待ち望んでいます。
24 私たちは、この望みによって救われているのです。
目に見える望みは、望みではありません。だれでも目
で見ていることを、どうしてさらに望むでしょう。
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25 もしまだ見ていないものを望んでいるのなら、私た
ちは、忍耐をもって熱心に待ちます。

主が、信じる者を、これから起ころうとしている大患難の
前に、天に携え上げてくださる空中再臨は、主の確かな
お約束であるがゆえに、私たちキリスト者は、ご再臨を、
忍耐と希望をもって熱心に待ち望むことができます。ヘ

ブル人への手紙 10章では、神様によって義とされたキ
リスト者が、永遠の朽ちない体を与えられるという、約束
のこのご再臨のときは、遅くなることはないから、信仰の
試練を恐れずに希望をもって耐え忍ぼうと、次のように
励ましております。

ヘブル人への手紙 10:36-39
36 あなたがたが神のみこころを行なって、約束のも
のを手に入れるために必要なのは忍耐です。
37 「もうしばらくすれば、来るべき方が来られる。おそ
くなることはない。
38 わたしの義人は信仰によって生きる。もし、恐れ
退くなら、わたしのこころは彼を喜ばない。」
39 私たちは、恐れ退いて滅びる者ではなく、信じて
いのちを保つ者です。

またヤコブは、ご再臨を待ち望むキリスト者を、農作物の
実りを忍耐して待ち望む農夫にたとえて、主のご再臨は
もうすぐだから、心を強くして、そのときまで耐え忍びなさ

いと、その手紙の 5章に書いております。

ヤコブの手紙 5:7-8
7 こういうわけですから、兄弟たち。主が来られる時
まで耐え忍びなさい。見なさい。農夫は、大地の貴重
な実りを、秋の雨や春の雨が降るまで、耐え忍んで
待っています。
8 あなたがたも耐え忍びなさい。心を強くしなさい。主
の来られるのが近いからです。

このようにして、イエス様は多くのみことばによって、私た
ちを力づけてくださるだけではなく、ともすれば信仰によ
って歩む足取りが、弱くなりがちな私たちに、ご再臨が本
当に近いという前兆を、今世界中で起こっております
様々な現象によって、信じる私たちの目に見えるかたち
ではっきり示してくださり、だから、希望をもって忍耐する
ようにと、力を与えてくださっているのであります。

信仰における忍耐は、これまでご一緒に考えてきました
ように、ただ単に自力で忍耐するというような、確信のな
い、望みのない、また終わりの見えない空しい忍耐では
ありません。
主ご自身が、忍耐する力を私たちに与えてくださり、また
主がともにいて、支え、励ましていてくださいますから、そ
の主に信頼して忍耐すれば、必ず勝利することができる、
という確信と、希望に満ちた忍耐であります。

終わりの日、ご再臨の日が、間近い今のときに、私たち
は主の御心に改めて心から感謝し、主のご愛に応え、主
が約束されたご再臨の日を待ち望みつつ、与えられた信
仰の試練を、喜んで忍耐することができる者に、成長さ
せていただけますように、新しい年のはじめにあたって、
ご一緒に御霊の満たしとお導きを、心から祈りたい、と思

うしだいであります。
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